
31 季刊  　　 　　　　　　Vol.13 30季刊  　　 　　　　　　Vol.13

  広報誌バックナンバー
これまで鉄道、船、橋、缶、車などをテーマに特集を組んできました。
右記二次元コードを読み取ることで、バックナンバーをご覧いただけます。

読者アンケートはWEBでも受け付けています。

Nwes Clip日本製鉄グループの動き

https://www.nipponsteel.com/company/publications/quarterly-nipponsteel/index.html

なお、定期送付ご希望の方は下記アドレスよりお申し込みください。

下記URLもしくは右記二次元コード
よりアクセスしてください。
https://krs.bz/nssmc/m?f=78

純
チ
タ
ン
で
世
界
初
の
環
境
配
慮
型
素
材「TranTixxii®-Eco

」を
開
発

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
へ
供
給
を
開
始

「
2
0
2
2
ス
チ
ー
ル
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

を
受
賞

日
本
製
鉄
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
海
上
・
港
湾
・
航
空
技
術
研
究
所
、
今
治
造
船（
株
）と
共
同
で
、（
公
社
）発
明

協
会
に
よ
る
令
和
４
年
度
全
国
発
明
表
彰
に
お
い
て「
高
延
性
厚
鋼
板（N

Safe
®-H

ull

）を
用
い
た
衝
突
安
全
性
に
優
れ

た
船
体
構
造
の
発
明
」で「
発
明
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
6
月
30 

日
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
発
明
は
、
船
側
部
の
外
板
、
内
板
、
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
補
強
部
材
に
、
国
際
船
級
協
会
連
合
の
統
一
規
格
で
規

定
さ
れ
た
全
伸
び
の
値
の
1
・
4
倍
以
上
の
全
伸
び
を
有
す
るN

Safe-H
ull

を
使
用
し
た
船
殻
構
造
。
厳
し
い
衝
突
速

度（
12
ノ
ッ
ト
）で
も
超
大
型
原
油
タ
ン
カ
ー
の
破
口
発
生
の
低
減
を
可
能
と
し
、
船
舶
の
衝
突
安
全
性
の
向
上
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
日
本
海
事
協
会
な
ど
で
本
技
術
に
か
か
わ
る
認
証
制
度
が
策
定
さ
れ
、
採
用
し
た
船
舶
は
国
交
省
告
示

「
先
進
船
舶
」と
し
て
税
制
優
遇
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
港
料
減
免
に
か
か
わ
る
制
度
に
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、純
チ
タ
ン
で
世
界
初
と
な
る
環
境
配
慮
型
素
材「T

ranT
ixxii-Eco

（
ト
ラ
ン
テ
ィ

ク
シ
ー
エ
コ
）」を
開
発
し
、（
株
）ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
へ
の
供
給
を
6
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

高
耐
食
性
・
高
耐
久
性
を
持
つ
チ
タ
ン
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
貢
献
す
る
金

属
材
料
で
す
が
、
チ
タ
ン
鉱
石
か
ら
チ
タ
ン
単
体
を
取
り
出
す
過
程
で
多
く
の
電
力
を
使
用
し
、

C
O
2
が
排
出
さ
れ
る
点
が
課
題
で
し
た
。
今
回
の
開
発
で
は
、
日
鉄
直
江
津
チ
タ
ン（
株
）の
新

型
電
子
ビ
ー
ム
式
溶
解
炉
を
活
用
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
多
配
合
で
も
イ
ン
ゴ
ッ
ト
成
分
を
均
質
化

し
高
品
質
な
つ
く
り
込
み
を
実
現
。
チ
タ
ン
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
原
料
と
し
て
チ
タ
ン
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

50
％
以
上
添
加
す
る
こ
と
で
、
製
錬
工
程
で
の
C
O
2
発
生
量
を
50
％
以
上
削
減
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す（
※
）。

今
回
の
商
品
化
は
、
長
年
、
日
本
製
鉄
と
共
に
地
球
温
暖
化
の
課
題
解
決
に
向
け
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
協
議
を
重
ね
て
き
た
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
、
商
品
開
発
の
段
階
か

ら
協
議
を
重
ね
て
実
現
。
今
後
、年
間
3
0
0
ト
ン
の
製
造
・
供
給
に
向
け
た
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、W

orld Steel A
ssociation

（
世
界
鉄
鋼
協
会（
※
））よ
り
、「2022 Steel 

Sustainability Cham
pions

（
ス
チ
ー
ル
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）」を
受
賞
。

２
０
２
０
年
に
続
き
2
回
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。
日
本
製
鉄
の
環
境
に
対
す
る
強
い
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
と
環
境
方
針
に
基
づ
く
各
種
デ
ー
タ

の
測
定
・
開
示
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー

ト
の
発
行
に
よ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
発

信
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
行
動

を
総
合
的
に
判
断
い
た
だ
い
た
結
果
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

全
国
発
明
表
彰「
発
明
賞
」を
受
賞

※ 世界鉄鋼協会：国際的な業界団体で、多様な活動を行う世界鉄鋼業の
フォーラム。1967年に創設され、単一の産業活動に取り組む国際機
関としては世界で初めてのもの。

受賞盾を持つ橋本英二社長

名
古
屋
製
鉄
所
次
世
代
熱
延
ラ
イ
ン

を
新
設

FeLuce®

が

AQ
UA

『Superior 

シ
リ
ー
ズ
』に

採
用

衝突安全性に必要な厚鋼板の伸びの決定
（超大型原油タンカーでの解析例）

FeLuceブラックが採用されたモデル

日
本
製
鉄
は
、
素
材
製
造
か
ら
走
行
時
ま
で
の

自
動
車
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
一
貫
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
に
も
効
果
を
発
揮
で
き
る
超
ハ
イ

テ
ン
鋼
板（
※
）な
ど
の
高
級
薄
板
の
生
産
体
制
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
べ
く
、
名
古
屋
製
鉄
所
次
世

代
熱
延
ラ
イ
ン
の
新
設
を
決
定
し
ま
し
た
。

世
界
最
大
の
耐
荷
重
の
圧
延
機
を
備
え
、
圧
延

制
御
性
と
温
度
制
御
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た

次
世
代
の
熱
延
ラ
イ
ン
を
名
古
屋
製
鉄
所
に
新
設

し
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
高
意
匠
性
鋼
板「FeLuce

（
フ
ェ
ル
ー
チ
ェ
）」

（
ヘ
ア
ラ
イ
ン
調 

電
気
め
っ
き
鋼
板
）が
、
ア
ク
ア（
株
）

（A
Q

U
A

）が
7
月
中
旬
よ
り
順
次
発
売
し
て
い
る
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
用
洗
濯
乾
燥
機
と
ガ
ス
乾
燥
機『Superior 

シ
リ
ー
ズ

（
ス
ー
ペ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
）』計
7
機
種
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

FeLuce 

は
、
防
錆
性
能
を
担
保
す
る
た
め
に
施
さ
れ
る

め
っ
き
層
自
体
に
、
意
匠
性
を
付
与
す
る
と
い
う
画
期
的
な

製
法
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
し
い
鋼
板
。
素
材
の
表
面
に
、
塗

料
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
付
加
し
て
い
く
従
来
の
手
法
で
は
な
く
、

金
属
本
来
の
素
材
感
を
活
か
す
シ
ン
プ
ル
な「
も
の
づ
く
り
」

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
金
属
素
材
本
来
が
持
つ
美
し
さ
と
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
に
要
求
さ
れ
る
機
能
性
を
両
立
す
る
と
と
も
に
、

エ
コ
で
無
駄
の
な
い
商
品
に
仕
上
げ
て
お
り
、
２
０
２
０
年

度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

左から、日本製鉄 技術開発本部 高機能化研究室 室長 白幡浩幸さん、元新日鐵住金（株） 厚板技術部 稲見彰則さん、
日本製鉄 人事労政部 上席主幹（東北大学特任教授）市川和利さん（申請時：技術開発本部 技術開発企画部 上席主幹）、
国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海難事故解析センター長 山田安平さん、同 構造・産業システム系 
特別研究員 戸澤秀さん

※ 超ハイテン鋼板：ハイテンはHigh Tensile Strength 
Steel（高張力鋼）の略称。引張り強さが1.0GPa以上
ある鋼板を超ハイテン鋼板という。

チタン（TranTixxii- Eco）コイル

チタン（TranTixxii-Eco）インゴット

※ 現在、日本製鉄としてチタン材製造時のCO₂排出量を算出中。


